
ICU グローバル言語教育研究センター主催 連続講演会
日本語を家庭内言語としつつ「多言語多文化環境に育った」大学生への日本語教育

第１回講演会・ワークショップ 野田 尚史先生

共催：国立国語研究所共同研究プロジェクト
「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」

日本語学習者が日本語を読んだとき、頭の中でどのようなことを考え、どう理解したかは、外からはなかなか
わかりません。学習者の読解過程がわかる調査方法によって集めたデータをもとに、学習者がどのように
読解を行っているかをいっしょに考えていきましょう。

学習者がどのように読解を行っているかを詳しく知るには、学習者に自
分が読みたい日本語の読み物を読んでもらいながら、その日本語をどう
理解したかをその人の母語で詳しく語ってもらったデータが役立ちます。
そのようなデータから、学習者はどのように読み誤るか、また、わから
ないとき、どのような推測をしているかが明らかになります。読解の試
験ではわからないことがいろいろとわかります。

7月６日（土）受付9:30〜日程

参加費
無料

野田 尚史氏
（国立国語研究所）

講師

【講師プロフィール】野田尚史(NODA Hisashi)

【現職】国立国語研究所 教授
【専⾨領域】日本語学、日本語教育学
【主要著書】
・野田尚史・迫田久美子(編)『学習者コーパスと日本語教育研究』くろしお出版 2019年
・野田尚史(編)『コミュニケーションのための日本語教育文法』くろしお出版 2005年
・野田尚史・迫田久美子・渋谷勝己・小林典子『日本語学習者の文法習得』大修館書店

2001年

10:00〜12:00 講演
13:00~15:30 ワークショップ

時間

国際基督教大学 本館 1階
講演 116教室 (定員100名)
ワークショップ 116教室 (定員40名*)

場所

お申込はこちらのURL/QRコードから
URL https://bit.ly/2YURxB4
問合せ rcgle[at]icu.ac.jp 国際基督教大学 グローバル言語教育研究センター事務室

*講演参加者限定
ワークショップ参加にはなるべく
PCをご持参ください。PCがなくても、

ワークショップにはご参加可能です。

※[at]を@に変更して下さい。


